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～避難訓練～ 火災を想定 
 ６月２４日（火）４校時に避難訓練を実施しました。子どもたちは静かに落ち着いて、真剣に取り組
んでおり、とても頼もしく安心しました。今回は火災を想定した訓練でしたが、実際には、火災をはじ
め、地震・水害・土砂災害、交通災害……さまざまな災害が、いつ・どこで・どのように起こるか分か
りません。「まさか、こんなときに…」、「こんな場所で…」そうした“まさか”が現実となるのが災害
です。実際に災害を経験された方々が口をそろえて言われるのが、「日ごろの備えがあったかどうか」、
「その瞬間、自分がどう行動できたか」その 2つが、生死を分けたということです。 
つまり、「その場、その瞬間、自分がどう行動するか」自分で考え、判断し、冷静に動く力が求めら

れます。これは災害のときだけでなく、普段からあらゆる場面で必要となる大切な力です。だからこ
そ、子どもたちには、今回の避難訓練をただの“練習”と捉えず、「命を守るための準備」だと、心に
刻み真剣に取り組んでほしいということを伝えました。 
 ぜひ、この機会にご家庭でも、万が一学校外で災害に遭遇した場合を想定し、次のようなことをお子
様と確認をしておいてください。 
お子様が一人で家にいるとき、遊んでいるとき、登下校中など学校外でもし災害が発生したならば、

どう行動すればよいのか？どこで家族と落ち合うのか？どのように連絡をとるのか？などお子様と話を
する場をもっていただければ幸いです。 
災害はいつ起こるかわかりませんが、学校では、「自分の命」と「大切な人の命」を守るために、訓

練を積み重ねていくことで、“いざ”というときに、命をつなぐ行動ができると信じ、真剣に取り組ま
せています。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 

 

 

  

 

 

～体育大会～ 
 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

北中だより 南島原市立北有馬中学校 

令和７年７月８日発行 

文責：校長 松尾 博愛 

 

 

文責：校長 上田 敏浩 

～２年生 救命救急法～   
南島原消防署のご協力のもと、６月２６日（木）５・６校時、救命救急法の講習会を実施しました。

今回は、２年生を対象に、心肺蘇生法やAED の使用方法について、実技を交えながら学びました。 
講師の消防署員の皆様は、命の大切さや一人ひとりの行動が救命につながることを、丁寧に、そして

分かりやすく教えてくださいました。生徒たちは、真剣な眼差しで話を聞き、人形を使った胸骨圧迫の
練習や AED の手順確認に取り組みました。近年、突然の事故や災害時における「その場に居合わせた
人の初期対応」の重要性が、あらためて注目されています。今回の講習を通して、生徒たちは「いざと
いうときに行動する勇気」と「正しい知識・技術」を身につける第一歩を踏み出しました。 

 
「長崎っ子の心を見つめる教育週間中には、たくさんの方にご来校いただきまして、誠にありがとうござ

いました。この取組は、2003年に長崎市で起きた痛ましい事件をきっかけに、命の大切さを見つめ直す
ため、県内すべての学校にて毎年行われています。 
私たちの身近でも、悲しい事件が繰り返されてきました。だからこそこの一週間は、「命の尊さ」、「他者

を思いやる気持ち」、「平和への願い」等に向き合う時間にしてほしいと願い、本校でも様々な取り組みを行
ったところです。 
初日の講話では、子どもたちに「命を大切にするとは、まず自分自身を大切にすること。そして、まわり

の人の命をも同じように大切にすること。誰かを傷つけるような言葉、行動は、その人の命の灯を、小さく
してしまうことにつながる。自分と互いの命を大切にできる学校をみんなでつくろう。」など話をしまし
た。 

7/1（火）～7/7（月）～長崎っ子の心を見つめる教育週間～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の予定 
（※変更になる場合もあります） 

７月２２日 地区ボランティア 

～校則検討委員会～ ７月２日（水） 
５月の生徒総会での子どもたちの意見や時代の流れ等を反映

し、学校の校則（生徒心得）を見直すため、校則検討委員会を７
月２日放課後、本校図書室にて実施しました。 
検討委員会では、生徒代表として生徒会本部役員、保護者代表

として PTA 会長様、副会長様、教職員代表として管理職、生徒
指導主事が参加し、それぞれの立場で意見を交わしました。主な
内容は、①靴下の色について黒色を認めるかどうか。②体操服・
夏季の制服の中着について、黒色を認めるかどうかの２点です。 
今後、検討した内容を職員会議で協議し、現行から変更する場

合は、２学期からの実施を予定しています。詳細が決まりました
ら、あらためて学校からお知らせいたします。 

～メディア安全教室～ ７月３日(木) 
7月３日に、長崎県警察本部 生活安全部生活安全

企画 県南少年サポートセンターからお二人の講師を

お招きし、メディア安全教室を実施しました。SNS

上での個人情報の流出、ネットいじめ、依存、さらに

は性被害など、インターネットを通じて起こりうる

様々な危険やトラブルについて、実際に県内外で発生

した事例を交えながら、分かりやすく教えていただき

ました。 

子どもたちは、具体的な事例を知ることで、トラブ

ルを未然に防ぐための知識と意識を高めることができ

ました。また、インターネットに潜む危険性を自分事

として捉え、どのように関わるべきかを深く考える貴

重な機会となりました。 

あわせて、長時間のスマートフォン使用や、夜遅く

までのゲーム・SNS などが、睡眠不足や学習への影

響、さらには自己肯定感の低下など、心と体の健康に

も大きな影響を与えることを学びました。 

メディアとの上手な付き合い方は、家庭でのルール

づくりや日頃の声かけがとても大切です。どうかご家

庭でも、お子さまとの対話を通じて、安心・安全なイ

ンターネット利用について考える時間を持っていただ

ければと思います。今後ともご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。 

☆学校の話題☆  
全校生徒で取り組む「除草作業」 

～環境を整え、心を育てる清掃時間～ 
本年度新たな取り組みとして、毎週１回、全校

生徒にて清掃時間（13:50～14:00）を活用

し、グラウンドの除草作業を実施しています。校

内の美化を目的としながらも、単なる草取りにと

どまらず、「自らの手で学校を整えることの意

義」や「働くことの尊さ」を実感できる教育的な

活動として位置づけています。生徒たちは、暑さ

の中でも仲間と声をかけ合いながら、一生懸命に

草を取り、汗を流して学校環境の整備に励んでい

ます。黙々と手を動かす姿や、協力しながら一つ

の場所をきれいにしていく姿に、改めて子どもた

ちの成長とたくましさを感じています。 

この活動は、学校をきれいにするという目的だ

けでなく、「共に働く喜び」や「達成感」、「自分

たちの学び舎を大切にする気持ち」を育てる貴重

な学びの場となっています。 

ご家庭でも、ぜひこの取組についてお子さまと

会話していただき、「環境美化」や「働くことの

大切さ」等について、共有していただけたらと思

います。 

今後も、地域や保護者の皆様のご理解・ご支援

をいただきながら、子どもたちの成長につながる

教育活動を充実させてまいります。 

（７月の予定） 
１８日（金）終業式 
２２日（火）地区ボランティア                  
２３日（水）～２９日（火）家庭訪問(１年)・ 
      保護者面談(２年)・三者面談(３年) 
２６日（土）～２８日（月）県中総体 
 

（８月の予定） 
 ９日（土）県民祈りの日・全校登校日(平和集会 ピロティ) 
２０日（水）課題(１・２年)・実力テスト(３年) 全校登校日 
２１日（木）課題(１・２年)・実力テスト(３年)  全校登校日 
 
（９月の予定） 
 １日（月）始業式 学級委員任命式 
１８日（木）～１９日（金）２年職場体験学習 
２９日（月）市中体連駅伝選手激励式 
 


